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ご寄附のお願いと寄附金の税額控除のお知らせ
　猪之鼻奨学会は、大正４年（1915年）に創立されて以来、多くの方々からの善意の寄附金により
奨学事業並びに研究助成事業を実施してきております。
　平成24年４月１日「公益財団法人」として、新たにスタートした猪之鼻奨学会は、「定款」に謳
いますよう、医学及び薬学の研究を奨励することを目的として、研究事績の優秀な者に研究費の補
助、そして学資の欠乏を告げた学生に学資の貸与を行います。これらの事業を遂行するために、ど
うか皆さまのご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。
　一口5,000円ですが、ご都合により何口でも結構です。
　同封の郵便振替用紙にてお振込み下さい。
　ご入金を確認後、財団から税額控除証明書と領収書をお送りします。これらの書類を控除証明書と
して確定申告の際にお手続き下さい。ご寄附いただいた寄附金については、税法上の優遇措置があり
ます。寄附金控除額として算出し、所得税額より差し引くことで申請可能です。寄附控除として【所
得控除】もしくは【税額控除】のどちらか有利な控除を選択いただけます。年間寄附金額や所得税率
によって異なりますが、一般的に【税額控除】を選択していただきますと所得税額が少なくなります。
　今後とも、皆様方の一層のご指導ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り

前
で
な
く
な
っ
た
２
０
２
０
年
。

変
え
る
べ
き
も
の
と
守
る
べ
き

も
の
の
選
択
を
迫
ら
れ
た

２
０
２
０
年
。
私
た
ち
は
、
こ

の
10
年
の
間
に
「
千
年
に
一
度

の
大
震
災
」
と
「
百
年
に
一
度

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
に
見
舞
わ

れ
た
。

そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

復
興
・
復
旧
、
社
会
の
安
心
・

安
全
の
確
保
に
尽
力
す
る
医
療

者
の
献
身
は
特
筆
に
値
す
る
。

大
震
災
で
は
「
絆
」
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
で
は
「
３
密
」
が
流

行
語
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
指
す

言
葉
で
あ
る
。

つ
な
が
り
と
い
え
ば
、
猪
之

鼻
奨
学
会
も
人
と
の
つ
な
が
り

で
成
り
立
っ
て
い
る
組
織
で
あ

る
。
卒
業
生
を
基
盤
と
し
た
社

会
の
先
達
か
ら
現
役
の
大
学
生

ま
で
の
つ
な
が
り
を
も
つ
組
織

で
あ
る
。
事
業
の
大
半
を
占
め

る
の
は
、
大
学
生
へ
の
奨
学
金

の
貸
与
と
研
究
の
第
一
線
で
世

界
と
対
峙
す
る
若
手
研
究
者
へ

の
研
究
支
援
で
あ
る
。
私
も
講

師
の
時
代
に
研
究
支
援
を
受
け

た
こ
と
が
、
今
日
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
。
深
く
感
謝
し
て
い

る
。
そ
の
研
究
支
援
に
報
い
る

年
代
に
到
達
し
た
現
在
、
少
し

ず
つ
恩
返
し
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

多
く
の
諸
先
輩
か
ら
毎
年
多

大
な
篤
志
を
頂
戴
し
て
い
る
。

誠
に
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。
奨

学
会
か
ら
は
感
謝
の
記
し
と
し

て
感
謝
状
・
免
税
証
明
と
さ
さ

や
か
な
記
念
品
が
送
ら
れ
る

が
、
高
額
寄
附
者
に
は
さ
さ
や

か
で
は
申
し
訳
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
千
葉
大
学
医
学
部
の
レ

ガ
シ
ー
で
あ
る
医
学
部
本
館
屋

上
庭
園
で
採
蜜
し
た
千
葉
大
学

園
芸
学
部
謹
製
の
「
亥
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
は
ち
み
つ
」
が
返
礼
さ

れ
る
と
い
う
。
何
と
も
粋
な
計

ら
い
で
は
な
い
か
。

一
方
、
奨
学
金
貸
与
に
私
は

縁
遠
か
っ
た
。
親
の
収
入
が
良

過
ぎ
た
所
為
と
成
績
順
位
に
後

れ
を
取
っ
て
い
た
所
為
で
あ
る

が
、
こ
の
二
重
苦
は
如
何
と
も

し
難
か
っ
た
。
せ
め
て
、
成
人

し
て
か
ら
の
奨
学
金
貸
与
で
あ

る
の
で
、
家
族
の
収
入
証
明
提

出
は
勘
弁
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

た
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
今

ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
を

気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。
デ
ジ
タ

ル
時
代
に
ア
ナ
ロ
グ
の
安
ら
ぎ

を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
１
４
７
年
連

綿
と
続
く
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の

バ
ト
ン
を
大
切
に
守
り
、
真
理

の
探
究
、
人
類
の
健
康
と
福

祉
、
安
心
・
安
全
に
献
身
す
る

組
織
を
守
り
つ
づ
け
た
い
。

【
追
記
】

＊ 

猪
之
鼻
奨
学
会
で
は
、
２
０
２
０

年
度
よ
り
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

た
方
々
へ
心
ば
か
り
の
粗
品
を
お

送
り
す
る
こ
と
、
ま
た
個
人
に
て

高
額
な
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
学
部

産
の
は
ち
み
つ
を
後
日
お
送
り
す

る
こ
と
を
理
事
会
に
て
決
議
い
た

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
長
ら
く
止
ま
っ

て
い
た
厚
労
省
の
「
医
師
の
働

き
方
改
革
の
推
進
に
関
す
る
検

討
会
」
だ
が
、
昨
年
12
月
に
中

間
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
必
要

な
法
改
正
が
進
ん
で
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
を
受
け
て
、
改
革
の
方

向
性
を
見
直
す
べ
し
と
の
意
見

も
多
く
出
さ
れ
た
が
、
一
般
職

で
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
時

間
外
労
働
規
制
が
、
医
師
だ
け

は
５
年
先
延
ば
し
に
な
っ
て
い

た
の
だ
か
ら
、
検
討
の
再
開
は

当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。
私
は
、

２
０
１
７
年
８
月
に
発
足
し
た

「
医
師
の
働
き
方
改
革
に
関
す

る
検
討
会
」
か
ら
大
学
病
院
の

立
場
で
議
論
に
参
加
し
て
き
た
。

そ
も
そ
も
今
回
の
医
師
の
働

き
方
改
革
は
、
一
人
一
人
の
医

師
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当

た
っ
た
、
初
め
て
の
医
療
体
制

改
革
と
言
え
る
。

敗
戦
に
よ
り
日
本
の
医
療
体

制
は
完
全
に
崩
壊
し
、
戦
後
70

年
以
上
を
か
け
て
整
備
が
進
み
、

世
界
で
も
有
数
の
長
寿
国
を
誇

る
ま
で
に
な
っ
た
。
ハ
コ
モ
ノ
の

整
備
に
始
ま
り
、
質
的
向
上
に

も
力
が
注
が
れ
て
き
た
が
、
根

幹
の
部
分
で
は
、
我
が
国
の
医

療
は
医
師
の
自
己
犠
牲
的
な
長

時
間
労
働
に
よ
り
支
え
ら
れ
て

き
た
。
ま
た
医
師
自
身
も
「
医

者
っ
て
特
別
だ
よ
ね
」
と
い
う

常
識
（
あ
る
い
は
幻
想
、
あ
る

い
は
優
越
感
）
の
下
に
、
過
重

労
働
に
疑
問
を
持
た
ず
に
き
た
。

一
連
の
検
討
で
は
、
こ
の
よ

う
な
「
常
識
」
に
対
し
て
明
確

に
異
を
唱
え
、
医
師
一
人
一
人

に
焦
点
を
当
て
て
医
療
制
度
改

革
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
制

度
が
過
酷
な
医
師
の
労
働
環
境

を
前
提
と
し
て
い
た
た
め
に
、

こ
の
前
提
条
件
を
変
え
る
た
め

に
は
、
医
療
体
制
そ
の
も
の
の

抜
本
的
改
革
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
大
改
革
が
わ

ず
か
５
年
で
成
し
得
る
の
か
誰

も
が
疑
問
に
思
う
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。「
年
１
８
６
０
時

間
」
と
い
う
時
間
外
勤
務
の
上

限
規
制
は
、
一
般
職
の
７
２
０

時
間
に
比
べ
れ
ば
明
ら
か
に
異

常
で
あ
り
、
多
く
の
意
見
（
無

責
任
か
つ
感
情
的
な
）
が
あ
る

も
の
の
、
医
療
体
制
の
崩
壊
と

い
う
最
悪
の
事
態
を
避
け
る
た

め
に
は
や
む
を
得
な
い
妥
協
点

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
の
達
成

の
た
め
に
は
、
地
域
医
療
体
制

の
改
革
と
医
師
の
偏
在
対
策
も

避
け
て
通
れ
な
い
た
め
、
厚
労

省
は
「
三
位
一
体
の
改
革
」
と

い
う
旗
印
の
下
に
一
気
に
進
め

よ
う
と
し
て
お
り
、
関
係
者
の

中
に
摩
擦
が
生
じ
始
め
て
い

る
。
と
は
い
え
、
後
者
二
つ
の

改
革
に
残
さ
れ
た
時
間
の
猶
予

は
わ
ず
か
で
あ
り
、
関
係
者
は

目
先
の
利
益
の
み
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
知
恵
を
絞
り
汗

を
か
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
般
の
医
師
に
は
馴
染
み
の

な
い
労
働
法
制
問
題
だ
が
、
こ

の
医
師
の
働
き
方
改
革
を
決
し

て
他
人
事
と
は
思
わ
ず
、
日
本

の
医
療
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ

ス
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

前
向
き
に
取
り
組
む
べ
き
だ
ろ

う
。
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2020年度　公益財団法人猪之鼻奨学会事業報告
自 2020年４月１日　至 2021年３月31日

１．事業の状況
　１　研究助成金（150万円）の助成　　内訳　各30万円　５件（一般の部：４名　若手の部：１名）
【一般の部】

所　　属 研究領域 氏　　名 研　　　究　　　課　　　題

千葉大学医学部附属病院 整形外科学 萩原　茂生 骨質と骨形態に着目した新たな大腿骨近位部骨折のリスク評価モデルの開発

千葉大学医学部附属病院 呼吸器内科学 安部　光洋 間質性異常影（ILA）を有する患者の周術期リスクコアリングシステムの構築

日本大学薬学部薬理学研究室 神経薬理学 宮岸　寛子 神経障害性疼痛の慢性化機構におけるインターロイキン -31およびその受容体の役割

日本大学薬学部 神経科学 徳田　栄一 細胞間を伝播するタンパク質凝集体の制御因子を網羅的に検出できるプロテオーム手法
の開発

【若手の部】
所　　属 研究領域 氏　　名 研　　　究　　　課　　　題

千葉大学大学院薬学研究院 毒性学 竹村　晃典 致死性の薬物性肝障害の機序解明を指向した薬物による肝内胆管リモデリング阻害のメ
カニズム解析

　２　奨学金の貸与
　　　希望者なし
　

３　猪之鼻奨学会報の発行（11,740部）
　　薬学部　4,400部
　　医学部　7,340部

収　支　内　訳　書
令和２年４月１日～令和３年３月31日

公益財団法人猪之鼻奨学会 （単位：円）　

貸　借　対　照　表
令和３年３月31日現在

公益財団法人猪之鼻奨学会 （単位：円）　

科　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
１．流動資産
現金預金
現　金 30,646 5,476 25,170
普通預金 1,603,945 1,209,291 394,654

流動資産合計 1,634,591 1,214,767 419,824
２．固定資産
（1）基本財産

基本財産有価証券 0 0 0
基本財産預金 60,030,800 60,030,800 0
土　地 0 0 0

基本財産合計 60,030,800 60,030,800 0
（2）特定資産

貸付奨学金 2,400,000 2,400,000 0
研究助成基金 18,000,000 15,000,000 3,000,000

特定資産合計 20,400,000 17,400,000 3,000,000
（3）その他固定資産
その他固定資産合計 0 0 0
固定資産合計 80,430,800 77,430,800 3,000,000
資産合計 82,065,391 78,645,567 3,419,824
Ⅱ　負債の部
１．流動負債
未払金 0 0
預り金 0 0
賞与引当金 0 0

流動負債合計 0 0 0
２．固定負債
退職給付引当金 0 0
修繕引当金 0 0

固定負債合計 0 0 0
負債合計 0 0 0
Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産 81,982,486 78,489,243 3,493,243
２．一般正味財産 82,905 156,324 △ 73,419
正味財産合計 82,065,391 78,645,567 3,419,824
負債及び正味財産合計 82,065,391 78,645,567 3,419,824

科　　　目 当年度 前年度 増　減 備考

収　

入　

の　

部

１．基本財産運用収入 　
基本財産利息収入 8,995 5,840 3,155
事業収入 0 0 0

２．寄附金収入
寄附金収入 6,353,000 4,597,000 1,756,000

３．貸付金回収収入
貸付奨学金回収収入 0 0 0

４．雑収入
受取利息 24 14 10

当期収入合計 6,362,019 4,602,854 1,759,165

支　

出　

の　

部

１．事業費
研究助成金（給付） 1,500,000 1,800,000 △ 300,000
奨学金（貸与） 0 0 0

事業費合計 1,500,000 1,800,000 △ 300,000
２．管理費
給　料 501,599 821,084 △ 319,485
旅費・交通費 0 71,780 △ 71,780
手当・謝金 50,000 50,000 0
事務備品費 22,660 6,740 15,920
消耗品費 21,349 15,901 5,448
印刷費 346,512 174,960 171,552
交際費 0 17,274 △ 17,274
賃借料 36,389 35,682 707
通信運搬費 47,818 20,558 27,260
会議費 8,640 12,862 △ 4,222
支払手数料 294,800 290,840 3,960
ホームページ関連費 11,995 45,256 △ 33,261
租税公課 1,380 895 485
記念品費 60,910 0 60,910
修繕費 0 0 0
雑　費 38,143 78,561 △ 40,418

管理費合計 1,442,195 1,642,393 △ 200,198
当期支出合計 2,942,195 3,442,393 △ 500,198



（ 3 ）　2021年５月１日 第　25　号猪 之 鼻 奨 学 会 報

　

公
益
財
団
法
人

�
猪
之
鼻
奨
学
会
寄
附
金
結
果
報
告

千
葉
大
学
医
学
部
・
薬
学
部
同
窓
会
員

　

 

お
よ
び
関
係
者
各
位　

　

平
素
よ
り
公
益
財
団
法
人
猪
之
鼻
奨
学
会
の
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
方
々
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
寄
附
金

は
、
下
記
の
よ
う
に
、
大
勢
の
ご
賛
同
と
ご
協
力

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
金
員
は
、
当
奨
学
会

の
事
業
費
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
お
蔭
様
を
持
ち
ま
し
て

２
０
２
０
年
度
に
お
け
る
助
成
件
数
は
５
件
、
総

額
１
５
０
万
円
の
研
究
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
当
奨
学
会
の
発
展
に
理
事
・

評
議
員
共
に
更
な
る
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
す
。

こ
こ
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　
　

記

　

寄
附
件
数　
　

百
二
十
九
件　
　

　

寄
附
金
総
額　

六
百
三
十
五
万
三
千
円

　
　

二
〇
二
一
年
四
月
一
日

公
益
財
団
法
人
猪
之
鼻
奨
学
会

理
事
・
評
議
員
一
同　
　
　

氏
　
　
　
名

都
道
府
県

秋

草

克

彦

千
葉
県

浅

野　
　

尚

千
葉
県

旭　
　

俊

臣

千
葉
県

五
十
嵐　

辰　

男

千
葉
県

石

井

靖

男

千
葉
県

石

川

達

雄

千
葉
県

市

川

智

彦

千
葉
県

市

村

公

道

千
葉
県

伊

藤　
　

博

千
葉
県

今

泉

絢

子

愛
知
県

岩

倉

弘

毅

東
京
都

上

野

光

一

千
葉
県

氏
　
　
　
名

都
道
府
県

大

平　
　

学

千
葉
県

岡

田

朝

志

千
葉
県

奥

田

桂

子

千
葉
県

柏

戸

正

英

千
葉
県

加

藤

直

也

東
京
都

門

山

周

文

東
京
都

神

戸

敏

行

福
島
県

窪

田

叔

子

千
葉
県

倉

田

矩

正

千
葉
県

倉

持

宏

明

千
葉
県

黒

木

春

郎

千
葉
県

小

泉

準

三

茨
城
県

氏
　
　
　
名

都
道
府
県

小

林

弘

忠

千
葉
県

小

南

聡

志

茨
城
県

齊

藤

和

季

千
葉
県

五
月
女　
　
　

隆

千
葉
県

佐
々
木　
　
　

守

千
葉
県

佐

藤

裕

俊

千
葉
県

獅
子
原　

薫　

子

東
京
都

島

崎　
　

淳

千
葉
県

下

条

直

樹

千
葉
県

鈴

木

健

文

東
京
都

鈴

木

敏

幸

神
奈
川
県

宗　
　

永

元

千
葉
県

園

田

昌

毅

静
岡
県

高

木

一

也

東
京
都

田

中

保

彦

千
葉
県

東　

條　

ま
ち
子

東
京
都

徳

久

剛

史

千
葉
県

中

村

伸

子

千
葉
県

中

山　
　

崇

千
葉
県

西

原

尚

史

東
京
都

二

村

静

子

静
岡
県

花

岡

大

資

茨
城
県

花

輪

孝

雄

山
梨
県

福

元　
　

守

宮
城
県

松

井

宣

夫

愛
知
県

松

岡　
　

潤

東
京
都

氏
　
　
　
名

都
道
府
県

松

前　
　

元

北
海
道

丸

田

哲

郎

千
葉
県

水
鳥
川　

俊　

夫

千
葉
県

三

村

尚

也

千
葉
県

向

井　
　

將

神
奈
川
県

武

者

廣

隆

千
葉
県

栁

澤

貫

一

長
野
県

柳

澤

真

司

千
葉
県

山

﨑　
　

禅

東
京
都

山

本

和

夫

千
葉
県

山

本

恵

司

千
葉
県

山

本

友

子

千
葉
県

山

本

博

憲

高
知
県

余

田

佳

子

千
葉
県

和
賀
井　

信　

彦

千
葉
県

渡

辺

民

也

東
京
都

渡　

辺　

と
も
み

東
京
都

 

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在

二
〇
二
〇
年
度
寄
附
者
御
芳
名
（
敬
称
略
）

高
額
寄
附
者
御
芳
名
（
二
〇
二
〇
年
度
）

 

（
敬
称
略
）

草

刈
　

隆

千
葉
県

軍

司

祥

雄

千
葉
県

幸

部

吉

郎

千
葉
県

小

島

広

成

千
葉
県

小

林
　

和

東
京
都

嶋

田

俊

恒

千
葉
県

白

澤
　

浩

千
葉
県

相

馬

光

弘

長
野
県

高

橋
　

康

埼
玉
県

橘
　

正

道

千
葉
県

橋

本

英

明

東
京
都

服

部

孝

道

千
葉
県

久

田

恵

子

長
野
県

久

田

俊

和

長
野
県

古

川
　

斎

千
葉
県

宮

原

弘

次

埼
玉
県

谷

嶋

つ

ね

千
葉
県

谷

嶋

俊

雄

千
葉
県

山

形

優

子

静
岡
県

山　

本　

日
出
樹

愛
媛
県

横

井

邦

一

埼
玉
県

七

夕

の

会

薬
学
部
昭
和
53
年

卒
業
生
有
志

薬

友

会

ゐ
の
は
な
同
窓
会

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

猪
之
鼻
奨
学
会
報
第
24
号
【
高
額

寄
附
者
御
芳
名
】
欄
に
て
記
載
内
容

に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
深
く
お

詫
び
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
左
記
の
通

り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
誤
】 

医
療
法
人
社
団
華
青
会
向
井
診

療
所
理
事
長　

向
井　

奬　

様

【
正
】 

医
療
法
人
社
団
華
青
会
向
井
診

療
所
理
事
長　

向
井　

將　

様
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記記

令
和
三
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
一
層
の
感
染
拡
大

に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
多
く

の
困
難
に
直
面
さ
れ
て
い
る
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
医
学
・
薬
学
領
域
に

お
い
て
も
、
学
会
、
研
究
会
等

の
中
止
あ
る
い
は
リ
モ
ー
ト
開

催
の
導
入
な
ど
大
き
な
影
響
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
本
領
域
は
、
疾
病
の

予
防
・
治
療
・
病
態
解
明
の
最

前
線
に
立
つ
職
種
と
し
て
、
極

め
て
大
き
な
使
命
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
現

在
、
全
世
界
の
人
類
が
感
染
症

に
こ
れ
ほ
ど
苦
し
め
ら
れ
る
と

は
多
く
の
人
々
は
予
想
も
し
て

い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
改

め
て
、
医
学
・
薬
学
領
域
の
研

究
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
一
方
、
我
が
国
に
お
け

る
科
学
研
究
費
は
決
し
て
十
分

な
額
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
猪
之

鼻
奨
学
会
で
は
、
次
世
代
を
担

う
研
究
者
に
対
す
る
研
究
助

成
、
学
生
、
大
学
院
生
に
対
す

る
奨
学
金
の
貸
与
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
皆
様
の
本
奨
学

会
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
、

引
き
続
き
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

 （
理
事
・
会
長　

高
橋
和
久
）

　
猪
之
鼻
奨
学
会
の
歴
史
資
料

本
奨
学
会
の
長
い
歴
史
の
証
左
と
な
る
貴
重
な
資
料
の
一
部
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
は
医
学
部
85
周
年
記
念
と
し
て
当
奨
学
会
が
建
て
た
『
ゐ
の
は
な
記
念
講
堂
』
で
す
。

2015年BELCA賞ロングライフ部門受賞

記念講堂入口側記念講堂南側

講堂内記念碑


